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書 評=・

野 沢 豊 編

「中国国民革命史の研究J

青木苫店 1974年
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本書は，野沢豊氏を中心どする中国国民革命史研究ク

ループが約10年にわたる共同研究の成果として生み出し

た中国の国民革命期およびその前後の時期を対象とする

論文7篇を中心として編纂された論文集である。

まず，本書の構成を目次によって示すと，次のとおり

である。

序章 中国の国民革命についての序論的考察野沢豊

［ 国民晶命期の広東政府 第―：次広東軍政府期の

国民革命運動を中心として一一 栃木利夫

II 江浙戦争と上浙自治運動 笠原十九口J

m 五・ニ〇運動の一考察 小杉修一

IV 省憲法体制下湖南の労働運動と統一戦線

古厩忠人

v 国民革命時期の北方農民暴動ーー河南紅槍会の動

向を中心に 三谷孝

VI 陳独秀と国民革命ーー「二l可革命論」の論理構造

についての一試論一ー 今井駁

VII 聾秋白に/)いて 姫田光義

付研究文献目録 小川博司

II 

次に，本書の内容を簡潔に要約しながら，問題点を指

摘してみよう。

序章は本書の主題である中国の国民革命について概説

した序論的部分である。野沢氏はごてで，広い視野から

国民革命史における問題の所在を追求している。氏は国

民革命を， 1922年から28年までの時期と規定し，この時

期の顕著な傾向として， 「労働運動など大衆闘争の店揚

にともない国共合作が急速な展開をとげ，中国革命が

新しい段階をむかえるにいたっている」 （4 ;~ージ）こ

とを指摘し， 「中共指導lごに，中囚J-り衆が組織的な粘染

をとげつつ，政治を動かす有力な要素にまで成長してい

き，主体的に反帝国主義・反軍閥の国民的・民族的闘争

にとりくむにいたる過程」 (4ページ）を明らかにする

必要性に触れている。そして，国民革命を，第 1次大戦

後の中国の資本主義的発展と労資両階級の形成の中で

「1920年前後から再強化された帝国主義列強の侵略にた

いする民族的反抗ふ反帝・反軍閥のたたかいを指1/,]す

る統一戦線の形態をとっておしすすめられたもの」 (12 

ページ）であると定義している。氏は，国民革命期を前

後に二分し，その分期点を1925年の郭松齢事件から11月

のいわゆる「首都革命」を経て26年 3月の三・一八事件

にいたる三つの市件におぎ，前期の中心的問題は「制度

的，ないし平和的手段」によって推進された国民会議運

動であり後期のそれは「軍事的手段」による北伐運動

であったどみて， とりわけ囚民会議運動が「国民革命廿寺

代における最初から最後までのすべての運動の骨幹」で

あり， 「反帝・反封建の共同の政冶綱領のもとに，各地

で各種の大衆団体の力を結集して，地方的レベルから，

やがて全国的レベ＇レでの権力掌握を藤図するもの」 (16 

ヘージ）であり，実際に各地方に地域共闘的なものを作

り出しながら五・三〇運動の全国的拡大の基盤となり，

ざらに北伐成功の条件を作り上1ず｀ていったとして，国民

会議運動が国民革命の最重要課題であったとみている。

第 1章ぱ，国民革命の＇｀、わば根拠池と tふ＇）た第三次広

東軍政府 (1923年 2月から25年 6月まで）が国民革命の

中で果たした役割とその階級的某礎および質的発展の過

程を明らかにしている。とくに，この政府が国共合作の

もとで，商団軍反囚Lの鎮廿や五 •:=::o事｛牛後の省港スト

ライキなどの動きの中で，軍事的払盤と財政政策の面で

は軍閥政権的要素を残しながらも，労働者・農民の闘争

を中心とする反帝国主義・反軍I閲の統一肌線に依拠する

ことによって反帝国主義的民族主義的政府ないし民族民

主政権としての性格を強めてい）たこと，そして，この

広東軍政府を下から民主化するための労働者の権力機関

として，省港ストを指導した罷工委員会が重要な役割を

果たしfここと，さちに， 「第三次軍政府から国民政府の

もとで，民族民主政権による連合政府への発展とその全

国政権化は可能でもった」 (76ページ）ことなどが強調さ

れている。

第2章は， 1924年9月から10月にかけて江浙戦争（直

隷派の斉焚元と安徽派の慮永祥との間の軍閥戦争）が戦

われ，揚子江下流地域を戦禍に巻き込んでいく中で，上

海市民が自衛のため自治運動を組織して軍閥戦争に対す

る反対運動を展開する過程を追いながら，なかでも上海

ブルジョアジーの動向に焦点を当て，上洵ブルジョアジ

ー内部における上海総商会に結集された大ブルジョアジ
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ーの勢力と上海各馬路商会連合会に結集された中小ブル

ジョアジーの釣力との二つの呉な、，＇た動きを比較検討し

つつ，孫文北上と契機としミ上海国民会議促成会が結成

されて国民会滋運動が全国で最も旱く上海て1開始されて

いく過程を明らかにしている。

第3章は，五・三〇運動を北京の軍閥政府と広州政府

の対抗関係という基本的政治l古造の中で民衆運動が高揚

していく過程としてとらえ．組織とれた大衆:J)J又帝運動

において労農大衆が有力な政市勢力として登場し広少1i国

民政府と呼応して運動の「革命的翼」を形成し，他方，

上海大ブルジョアジーの政治投機が改良上義的ボーズを

とった帝国t義列強と北京政肘への接近と t+心：l占発化

していく動きを分析している。：982章では上向商連会が

中小プルジョアジーを結集して国民会議方式で上海特別

市を設置しようとしたことが指摘されている (138ペー

ジ）が，窃；i章では全国商連会が大ブルジョアジーの主

張を代弁するも I/）とされている (1blページ）。；り上海

プルジョア／＇ーリ）動向についら第 2章と第3章の叙述

の間で，国民革命期全体を通じての一貰性のある把握が

ほしかったと思う。

第4章は、 192パ年を中心に，湖南自治への具体的運動

として湖南省が出が制定され．この省憲法体制という特

殊状況のもとで，省怨法に定められた民主的諸権利を活

用しつつ湖南の労働運動が発展していく過程と， 23年に

それが全人民的な反帝・反軍閥闘争と農民の階級的組織

結成へと成 1}じしごいく過程を明らかにしている。とく

iこ， 23年りIJi(K叫収運動に1,緊して展開された対日経済絶

交運動， これに引き続く趙恒1易駆逐運動， さらにその後

の省憲法体制崩域にいたる一連の湖南人民闘争が，初歩

的な形で且あ＇） 9,；、 日本帝liifi義：：趙恒渇軍閥に反対す

る統一戦線を形成した点にむし、ご．「国民革命の出発点」

(218ペーン）となったのであ，）， inj時に，この反 1i・駆

張運動に表われた湖南人民闘争の弱点と限界，全国的な

反帝・反軍閥統一•戦線の形成，人民の武力の問題および

嗅民の組織化U)間題が，そ_,'）後の国民革命運動にとって

解決を迫られる課題となっ＇ー＂ヽ，どことが牝摘されてい

る。

第5章は，伝統的な組織形態をとって1920年代に展開

された華北隈民の反軍閥闘争：、：：！！｛｛明を当て t、-），〖特r灼｛乍業

である。軍II如昆戦下の河南省における農村自南組織と宗

教的秘密結社0'）詰合体である恰袋組織が，杓J期の地区・

郷紳層によって指導された「村ぐるみ」的自衛的な反軍

閥闘争から， 目力で各地に自律的な「割拠」区域を作り
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「農民割拠」的状況を形成していき，その一部は中国共

産党L1)援助で独立の組裁を作るが，他の大部分は，強力

な，，1)―[祥軍閥による弾圧と改組を受けて，槍会運動は哀

退と分裂を余像な：され、 20年代よ期には収束せざ→心を

えなくなる。河南の槍会運動が，この「農民割拠」に見

られる革命的側面と，その最大の弱点である「郷土主義J

＇［Jり散注ないしャ 7 Iヽ」義に見られる｛，i［守的側面と、 ‘-1

・111iilを内包し＇） 9)，国民革命運動りiit廿氏と挫折の中、一

大さ・＇、涌れ動く実熙がーボ層的に描き出これている。

第6章は，陳独秀の「日和見主義」の誤りへの批判が

通念化されている陳独秀研究の現状の中で，比較的閑却

されてきたマル7スi義者としてし'9煉独秀の革命理論，［

」［由からとらえ直すごとによ--:,て国に革命期にそかか．． 
「一つの指導理論として社会的に存在しえた」 (285ペー

ジ）ことの理由と意味を明らかにしようとして，彼の

てか］栢命論」の袷坪を追求する,I；屯紐岳は初期の4互

し義 iご一回革命論」から， 1923年）‘）、怜ぶよ―二回革命占，

に移行ナるが，彼の 一回革命論」の恨底にはブJし， i 

アジーとプロレタリアートの二大階級の階級闘争から各

種の社会矛盾を一元的に理解しようとする「原理還元論」

¥'ぷ8ベージ）的け法論が存在しており，デルジョア c,・.一

が幼稚である以上にフロレタリアートがさらに幼稚であ

るが故に国民革命におけるプロレタリアートのヘケモー

ーは否定されるという思考方法があったことが指摘され

ている。

第 7章は，従来多くの場合文学者としての側面から論

じられてきた糧秋白を，その思想的成長と革命理論形成

を系統的に跡づけることに重点をおきつつ，革命家とし

ての側面から取り上げている。とくに五・三〇運動が開

秋白の思想と理論の形成に決定的な意味をもっtここざ

れ，反奉戦争，郭松齢クーデター，三・一八事件などを経

る中で，「都市型革命根拠地論」 (366ページ）が生まか，

農民運動が重視されはじめるとともに， 「民衆の連合戦

線」 (367・-368ページ）に基づく国民会議方式による革

命政権樹立の構籾、が練られ 四・ ーケーデター以後、

i？む）理論を体系化しこ」中国革命之争論問題』が書かれ

て国民革命におけるヘゲモニーの問題がその基本的課題

として取り上げられ，二段階連続革命論が定式化され，

「‘I↑つ卜の方注ti:'・'て国民会忍IJlj襄の平民共和国を

訓ばす{e」(378<ーン）ことを全因的統一的権力機溝と

して想宅するにいピることが明らかにされている。そし

て，中国革命史あるいは中国共産党史において「埋もれ

抹殺されていく数多くの人々によって，総体としての中
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国晶命が推進され，や命理論か構築されごさに」 (327

:128ベー／＇）ことを強調し→つ，空秋白はプ＇ロレタリア又

化大品命の過杵で歴史の 1ベー；から｝へ骰されたとは＇, 9 

え，国際—l義的精神に裏打ちされた要国心強固な党訴

刊と柔軟な組織性・大衆性なとを特徴とする情神隣迅に

支えられて，芳農階級のむ場に、，’して「日本的・自］1/J

思想，革命理論の発見 l（ふ咄ベー/)を IIさしだ革命家

であったとして高く，，半価してし、〈汗

住末の研究文献目録は，戦後に日本と中国で発｝く、さハ

た国民革命史に関する約 i(1(）笥の」り行本と論文を発h:卜

顛に収録してむり、ぎわめて行用である，

lll 

本書の令体を通じて、第］に指摘ざれいばならな＇ヽ'‘•，T)

は、中国共産党機関誌『f厨淋週報』なとの根本汽料を除

1吏した韮礎的な実証{1薬のいこヽ，9: ，•こ光 Iヽい諸業禎左

批’|1]的に絹承しバ＇）， i．体的に国民革命史tハ再構成を II

さしてし、ることでかる、各革の叙述し＇）間には，かな， 9）,＇）

屯複や、ある程度異な―'に分析視角が見られるか、各草

の執筆者か，民衆運動の麻に流れる階級闘争の動態叫冦

体的把捏への志向に深くとじぇ r)れ九がら、しか i,なお、

就醒した間題狂識ど自由な研究恣勢に支えられノ）'),積

極的に問題の所在を採り出し，，jl:実の確定什業に努力

し、体糸的理論9)けに取り料んでし、る点に、本害の最も

すぐれた特徴が見し、出される、で第公的特色は、中国民衆

の組織的結位を見盤に限開された 4)のどして国民品命を

とらえ，その内任的要因の解叫 I!」民革命い発展過行に

おける諸階級の対応関係とそれをめくる胡命坪論(「)IIし

間に，各疫の仕通の間題関心が止中して＼‘ることであ

る。その結果， 一方で国民革命を取，）もヽ 、、国1梵的諸条件

なとのいわば「外来的要因」に')¥・ •ての捻討がぷ十分に

終わ・，てはいるが，他方で，各種のl心衆悶争のり、^ ｛本的な

動きとその指i病理論にノ＿）＇v＇ての客観的分析が，個別的 t,;_

各地城の間起に限定されることなく令国的な政治状況ど

社会経済構迅とも関叱づけられなから， 買 Lご屯現ど

れている。

柘門の中で各卒こどに提起：：：訊ご 'v‘ ィ：1個別的な間謳こ

ついては，すでに西村茂雄氏り歴史叶論』 295 砂• 1074 

年11月），横山英氏＼『歴史学研究』 418,} 1975 什•• 3月＼

毛里和子氏（『アシア研究』 22巻 1号 1975年4月I:, V巧

それぞれ異なった視息からの出tで論しられ・:・V‘凸こ

こでは，紙輻の関係から， 1`f章で提起:'れごし、る間題に

限定して感想と述べておこう。

詈評

I¥' 

こ(/)/午皐では国只革命期仝体に関連のある多，：し')|PJ

坦l中国をめく｛＇国際関係園内の終済状況、吋慟連剰 J,

叫〈公液連削J, I l]民革命り） 定式化」，益文の北」：＇ 1,＇「―＼

―酋都革命」， 11]民党新も派の台珀，北伐，立1山湘',中(1,

ll中関保など） iこ，．）し、て、 〉主さ主な、(11度；［ょ r,nI;1）しとさ、il 

ー一ぃ：）， 1，`;/ l i t総論的，忙J叶iiillり苫察を 1-l，匁 て＇，、・’一， I

こ力、.,C、 こ，il, 9・）の問速に関する 1v‘j）は各言l'.1]i. L,) 

＂丘Illtc !ft史的分析の1忙間を第 1ti匂い）、卜］），に論に期待ず：）

し'.): t, n'l者］人ではtこし．、でもア）‘ー！へ ど，］，すヽ！ t ， ,I’f 亭：こ j—;

＼、こ、国民革命期U)最｛、中心的間祖とされて'•‘る 1吋民公

義連動の贔革，哩念および実態：こ＇うし、ては． l辛を此：「

て1,:格的なif11,い卜げだ論述ガ；たざれいは弁＿．．］なfJ' ，竺て

もち・-） C• 国民会義の間題 Iご）し、て；i、ナでこ野以氏にし

→て「中国にお； t る統ー戦祝の形戊過程— —第一ー＇i：国 ti

合11し1月J(会1義 ー（「息見1」477サ 1964年：｝月，）ぅ書

バじ、―¥‘る；う:, 1ぷりご1＿し 第 1 芍）‘~ tヽ・り）各応ど（「）行喝';'.J

叫罪車を十分に含五込んこ囚民革命し巧多伽(I’)な要素ヤ

tり屯視［だ「l_l、I民公諮点 ICl 1．硲が． 本書：全体？）中校

的な位置を占め： i, ？）どして．ぜひほしい，，竺ど思．・).

次iこ、国民革命か起点ど柊詞点をとこにおくかこ‘,‘’-)

間領がもる c 野尺氏は，現在一般的には通説とな＇，て＼、

こ9. 1U24年 1月の中国国民党・令大公での国共合什(l)i「

文な戌とを i'.'て国民革命が始まり ’-T,．二．I_噌蓮剌、省

悲大罷工， J-i/!i労働運飢•閲南農民附動（巧麻腐 化伐1甘I

始，忙どを『fて， 27糾の国共合竹罰壊主で誓｀、ゲとすう見

鰐こ対［て，正面から挑戦するっ氏は従，、に行，十ii -，オ1て

ぎど．— mtりな国民革命にパ‘て（ハ理解J-）{l方は、 「恥

ーに[tIjI、合作どし、り統一戦祝の政策協定0内面（りなを重視

［て，統一戦祝運酎］として国民会議がi,.，て＼， fこ重要注

嗚能を見落と Lておい，第三にそしり運動の到達点として

の郭松齢事件から二ニ• -i＼事件に 1v‘ たるIt方での・～^ 連(I)

飩ぎがもバ屯要な機能を見失 て'̀、 'e'., 1. 13ヘー，．）〗

して，その―大ぎな欠陪 Iと指摘し， この上レー） f[見 lj,こ

代わる・＇ミきものとし、―・ 「 :B-→次大戦を機に中国か・定

り資本―i義的発展を 1:： ｝、 :’こにプル，，コ Iア/―ぐ＇＇ロ

レ々 II了ー＇、などの礼しし、階級が形成さハる iこともな

¥、, 19こ0年前後から［且強化とれだ帝国：し義列強の侵冊各に

たいずる民族的皮抗が， I又帝・反軍閥のたたかいを指向

する統一戦況の形態をとっておしすすめ rぅれたもの

(］□ペーシ）が国民革命で&,,'Iこといり見解を打化出し，

只｛本的には19:2:2年から28年にし、7こる時期であるとしでし、

IO I 
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る。しかし，ここで氏か提起しごいる il922]～28年囚 るならは、国民革命の本質を反帝反軍閥の民族統一戦線

民吊命 1説は，必ずしも十分に況得的てはな＼、ように息 でたるととらえ、その具体的表現を国民会議ど十る氏の

われる。国民革命の本固的特徴として，第 1に反帝・反 妥当な基本的観点からいご，ても，北伐の付格そのものが

軍llりを指向する民版的統＿—-戦線という嬰素を取り出し， 1927年の国共分裂以後根本的に定わったと見るべきでふ

箱 2に，この統一戦線の現実の表現として，国民会義速 り、 1928年の北伐完了主で国民革命が絹続しだどするこ

動を弟けることには，↓］平者も異論はな ¥9‘が、その国尺全 とには間題がふるどし、わねけならなし、C

議運動の展開は，氏も1]り記の労作「中国における統一戦 以上， l午章の捉起してし、る全般的な間題のみにつし、て

線の形成過程 jで指摘しているように，いくと t1923作 述へてぎたが，本書ばIIIで触れた上うに＼、＜つかのすく

以後であゾ）たことを芳えると，国民革命の間始時期を れた特色を有してお；~］，第 1 次大戦後の中国を理解する

1922年とすることの積枠的な理由が明確ではたいとし‘え だ心にばピ読 (T)研究打でおり，とくに国民革命期ないし

よう。また，国民革命(T) 終了時期として氏が1928年を ~l: 19□(）月代の中国を研究するに際して不可欠の晶礎的文献

l,'r, 9j こし、えるであろう c 将来公刊されるで店ろう国民弧している心に/-1 ーヽも 国民会議運動Irl体が1927什［＇） べ‘}

武漢政府崩壊によって統一戦線痙動としての在義をり、＇ 柏命の後半期を対象とする本凸い綺餘が， 5しされだ諸間

ている以上， 1927年を国民革命の終期とすることは岬鮒 む（たとえは武漢政府，両湖股仄運動， J_海双動，帝国

できても， 1928年を終期とするのは理鮒に苫しむ点てふ 1義列強の動態なと）を実証的に鮒町し， tり町確た同

る。国民革命後半の中心課題として北伐を寸翡定する氏（ハ 民革命史の仝1杞象を提示してくれるこどを期行するもの

ず張から判断する：：：亨、It伐完了の年として］928りを国民 である，—

革命の終期としたのかもしれなし‘が，もしもそうたどす （電LJよJillil1人字助凡授 梱；1-月二）

アジア経済研究所刊行，""'""""'"""""'""""'"""""'"'""'"""'"'"""""""""""""'"""""""'"'""""""""""""""""""""'"'"'""'"""'"""'"""""'"'"""""'""""'"'"'""""

小林文男編

中国社会主義教育の発展

双苫226_./A5判／233頁／2500円

松本繁ー著

中国の対アジア経済政策 1949-72 

研参234/B5判／277良／1700円

知育偏重を排し，労拗者でも軍人でも知識人でもある

人間を合てるだめには汗入教音でなく主体的思考を育成

しなければならない。本芯は小学校から大学に至る全過

程での不断の教育改革の実相を清未以来の歴史をふまえ

かつ先進［月ヅ連の教育発屎と対比 Lバつ論ずる，

中国は，建国以来、対外貿易・援助政策において自力

更生と平等互恵の原則を拐けてきたc この原則がアジア

諸国との相互関係のなかでいかに具体化されてきたかを

幅広く跡づけ，それを通して， 「アジアにおいて剥を求

めない」という恣納の意味するものを汗彫りにする。

""""'""""""""'""""""'"'"""'"""""''''"""'""'"""""'""""'"'""""'"'"""'""'"""'"'""'''''''"""'''''''""'''''''""''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''アジア経済出版会発売
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